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微生物色素
化学染料、顔料の状況

出典：VOGUE JAPAN公式サイト
https://www.vogue.co.jp/change/article/why-we-should-be-
worried-about-chemicals-cnihub

フレーミング
化学染料とともに発展してきているが、
最近、傾向が変わってきた。
一般のファッション紙サイトでも問題となり
中国でも規制の動きが出ている。

出典：日本経済新聞 電子版
https://www.nikkei.com/article/DGKKZO39696440X00C19A1QM8000/



微生物色素
顔料、染料の研究動向（傾向）

出典：Fried R.et al.
Biogenic colourants in the textile industry–a promising and sustainable alternative to synthetic dyes.
Green Chem. 2022; 24: 13-35

フレーミング
ここでは、色素の文献、特許数を伝える。
その中で、微生物染料が伸びていることを伝える

この論文で
少し染料が社会問題となっていることを伝える。



微生物色素
バイオ系の色素

フレーミング
そういった中でバイオ染料
合成生物系の企業も取り組みだしている。
ことを伝える

出典：Ginkgo Bioworks 公式Twitter
https://twitter.com/Ginkgo/status/157589927889939661
4?s=20&t=8Ra_SLo02PKZwnWu-tci8g

出典：化学工業日報社 公式Twitter
https://twitter.com/chemicaldailyad/status/157271439494519603
2?s=20&t=8Ra_SLo02PKZwnWu-tci8g



微生物色素 カロテノイド

出典：ENEOSホームページ．「Panaferd®（アスタキサンチン含有混合飼料）」
https://www.eneos.co.jp/business/function/astaxanthin/

出典：大塚製薬NatureMadeホームページ．「ベータカロテン」．
https://www.otsuka.co.jp/nmd/product/item_113/

○サプリメント（藻類）

○飼料用（海洋微生物Paracoccus carotinifaciens）

フレーミング
ここでは、カロテノイドの利用方法や
微生物色素の製品のお話をする。

出典：A. Rapoport, I. Guzhova, L. Bernetti, P. Buzzini, M. Kieliszek 

and A. M. Kot

Carotenoids and Some Other Pigments from Fungi and Yeasts

Metabolites 2021 Vol. 11 Issue 2 

○カロテノイドの用途



微生物による植物が作るカロテノイドの産生
出典：NEDOスマートセルプロジェクト
https://www.jba.or.jp/nedo_smartcell/proof/07.php



微生物カロテノイドスクリーニング
• NITEも、NBRC株の多様な微生物資源を保有することから、カロテノイドをターゲット物質
として、微生物株を用いて実際にスクリーニングを行うことにより、生産性の高い酵素反応
を持つ微生物を探索する。

• 微生物の選抜方法
• カロテノイド関連遺伝子の有無
• コロニーの色
• 真核、原核を含めた幅広い属種

43株



微生物カロテノイドスクリーニング
計測方法

●カロテノイドの抽出
細胞破砕
物理的：乳鉢、乳棒、ビーズ破砕、温度
化学的：酸、アルカリ、界面活性剤
生物学的：リゾチーム、ペクチナーゼ、セルラーゼ

有機溶剤の選択
ヘキサン、アセトン、エタノール、DMSO

●クロマトグラフ
装置
HPLC or UHPLC

検出器
UV-vis or DAD

カラム（固定相）
C18、C30、C8、CN or HILIC

移動相
グラジエント or アイソクラティック

微生物細胞

●質量分析
イオン源
APCI、ESI、APPI

質量分析装置
イオントラップ（IT）、トリプル四重極（QQQ）、四重
極飛行時間（Q TOF）、
フーリエ変換型(Orbitrap、FT-ICR）



微生物カロテノイド解析データ取得

出典：生物資源データプラットホームDBRP.
https://www.nite.go.jp/nbrc/dbrp/top



微生物カロテノイド解析データ取得

株情報、検出ピーク、分子式（予測）、DAD（λmax）、HPLCリテンションタイム、MS計測イオン、同定カロテノイド（予測）、文献情報



微生物カロテノイド解析データ取得



微生物カロテノイド解析データ取得

• レポートの内容
• 用語、略号の解説
• LCMS測定条件
• 培養方法
• カロテノイド抽出方法
• 文献調査
• 測定結果（HPLC,MS）
• 検出ピークごとのデータ

（DAD、MS）
• 予想されるカロテノイド産生結果



• 本研究は、新エネルギー・産業技術総合開発機構の委託事業
「植物等の生物を用いた高機能品生産技術の開発／高生産性微生物創製に資する
情報解析システムの開発」「(2) 遺伝子配列設計システムの開発 (2)-1. 代謝系を設計
する情報解析技術の開発 (2)-1-1.新規代謝経路の設計・最適化手法の開発」（平
成29年度～30年度）及び「植物等の生物を用いた高機能品生産技術の開発／高
生産性微生物創製に資する情報解析システムの開発」「(1)ハイスループット合成・分
析・評価手法の開発(1)-9. 自家蛍光顕微鏡開発」（平成31年度～令和元年度）
で行われたものです。



質量分析装置を使った解析の取組

○プロテオーム解析プロジェクト○バイオ解析技術の応用

出典：NITEバイオ解析技術の応用
URL:https://www.nite.go.jp/nbrc/technology/index.html

出典：NITEプロテオーム解析プロジェクト
URL:https://www.nite.go.jp/nbrc/genome/project/proteome/index.html



質量分析装置による微生物解析

• プロテオーム解析



ご清聴ありがとうございました。

ご不明な点がありましたらお気軽にご連絡ください。

〒151-0066 東京都渋谷区西原２－４９－１０
独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）
バイオテクノロジーセンター（NBRC）

解析技術課
E-mail: bio_proteome@nite.go.jp
TEL: 03-3481-1936

（プロテオーム解析プロジェクト）
URL:https://www.nite.go.jp/nbrc/genome/project/proteome/index.html
（バイオ解析技術の応用）
URL:https://www.nite.go.jp/nbrc/technology/index.html
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